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移転⽀援作業グループとは
• 経緯

JPOPM27で議論された
「JPNICにおけるアドレス移転⽀援について」
のコンセンサスに基づき結成された検討会
– 2015年11⽉ JPOPM27にて議論
– 2016年1⽉ 有志を募りグループを結成

• ⽬的
JPNIC内でのIPv4アドレス移転の有効性をさらに進める
ために，JPNIC指定事業者間で移転を容易にするための
施策を企画・⽴案し，JPNICに実装を依頼する
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成果
• JPNIC移転希望者リストサービス が実装されました

– IPv4アドレスの移転を受けることを希望する組織を⼀覧化し，
指定事業者，PI・ASホルダへの情報提供が可能に

• JPNIC移転希望者リスト Webページ
– https://www.nic.ad.jp/ja/ip/transfer/wishlist.html

参照；JPNICにおけるポリシー実装状況報告, 川端宏⽣, JPOPM30
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活動内容
• 第1回Mtg

– APNICに於ける移転に関する情報の提供のされ⽅を確認
– JPNICのスタンス、IPv4アドレスが有効活⽤がなされるよう⽀援する⽅向性を確認
– APNICのサイトからJPNICでの移転希望者情報が参照できるとイイよね
– 移転希望者リストの作り⽅、対象者、掲載内容等々を決めていく

• 第2回Mtg
– APNICでの実施状況を確認
– 譲りたい⼈、売りたい⼈もAPNICメンバーに限定している
– メンバーサービスとしての意味合いが強い
– APNICメンバー以外からの問い合わせは取り次がない
– JPNICも先ずはメンバーサービスとしてスタートを⽬指すか
– リストへの掲載、リストからの削除については引き続き要件を確認

• 第3回Mtg
– 掲載時の確認事項、リストからの削除要件についてAPNIC確認実施
– JPNICでの具体的な実施⽅法、内容、対象者等について仕様を確定
– 想定される懸念、課題等について整理

• 第4回Mtg
– IPv4アドレス移転希望者のリストを作る⽅針確定 → JPNICに実装依頼
– (国内での移転であっても)審議承認を受けた組織のうち掲載希望者とする
– pre approvalサイズ(リストにおける希望サイズ)に満たない場合でも移転があった場合はリストから

削除する
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移転⽀援作業グループ メンバ
• メンバ

– 藤崎 智宏さん
– 百﨑 知さん
– 森川 慶彦さん

• ⽀援メンバ
– ポリシーWGメンバ（現 JPOPF運営チーム）
– JPNIC IP事業部の皆さま



グループメンバの皆さま，
ご⽀援頂いた皆さま，
意⾒頂きました皆さま，

ありがとうございました


